
出
総
額
を
４１
万
１
千
円
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
９
億
７
，４

１
７
万
２
千
円
と
す
る
。

　

賛
成
全
員 
→ 
可
決

議
案
令
和
７
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
職
員
の
給
与
改
定
及
び
人
員
配
置
の
変

更
に
伴
う
人
件
費
の
過
不
足
を
調
整
し
、

歳
入
歳
出
総
額
を
５
２
５
万
１
千
円
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１０
億
４
，６
１
３
万
６
千
円
と
す
る
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決

議
案
令
和
７
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
職
員
の
給
与
改
定
及
び
代
替
職
員
の
任

用
に
伴
う
人
件
費
を
計
上
す
る
た
め
、
収

益
的
支
出
を
１
９
６
万
９
千
円
増
額
し
、

総
額
を
３
億
７
８
５
万
１
千
円
と
す
る
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決

議
案
令
和
７
年
度
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　
湯
沢
病
院
の
照
明
設
備
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

に
お
い
て
リ
ー
ス
開
始
が
次
年
度
に
延
期

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
当
該
年
度
の
収
益

的
収
入
及
び
支
出
を
各
４
０
０
万
円
減
額

す
る
と
と
も
に
、
債
務
負
担
行
為
の
期
間

を
改
め
る
も
の
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決

討

論

教
育
関
係
請
願
（
３０
人
学
級
・
国
庫
負

担
制
度
復
元
）

反
対
討
論
主
旨�

岸
野
雅
人

　
教
員
の
負
担
減
へ
の
動
き
は
理
解
で
き

る
が
、
む
し
ろ
賃
金
を
上
げ
る
方
に
注
力

す
べ
き
と
考
え
る
。
視
線
が
き
め
細
か
く

な
れ
ば
、
課
題
も
増
え
る
。
そ
う
言
う
も

の
と
思
う
。

　
ぎ
り
ぎ
り
３５
人
の
学
年
、
３６
人
で
２
学

級
に
な
っ
た
学
年
ま
た
は
類
似
の
例
、
学

習
効
果
の
比
較
研
究
の
機
会
は
あ
る
は
ず
。

根
拠
を
示
し
て
頂
き
た
い
。

賛
成
討
論
主
旨�
飯
田
正
義

　
子
ど
も
の
貧
困
・
い
じ
め
・
不
登
校
や

教
職
員
の
長
時
間
労
働
が
深
刻
化
す
る
中
、

３０
人
学
級
の
実
現
に
よ
り
一
人
ひ
と
り
に

向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

国
庫
負
担
が
２
分
の
１
か
ら
３
分
の
１
に

削
減
さ
れ
た
こ
と
で
自
治
体
間
の
教
育
格

差
が
拡
大
し
て
お
り
、
国
の
責
任
に
お
い

て
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
２
分
の

１
に
復
元
し
、
全
国
ど
こ
で
も
一
定
水
準

の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
べ

き
。

ス
キ
ー
場
関
係
請
願
（
免
税
軽
油
制
度

継
続
）

賛
成
討
論
主
旨�

飯
田
正
義

　
道
路
を
使
わ
な
い
圧
雪
車
や
降
雪
機
に

道
路
税
を
か
け
な
い
と
い
う
税
の
公
平
性

原
則
に
基
づ
き
、
２５
年
間
継
続
さ
れ
て
き

た
免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め
た
も
の
。

廃
止
さ
れ
れ
ば
町
内
１０
ス
キ
ー
場
で
免
税

分
が
コ
ス
ト
増
と
な
り
、
圧
雪
車
高
騰
・

施
設
老
朽
化
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
上

昇
・
人
手
不
足
の
四
重
苦
に
直
面
す
る
業

界
に
致
命
的
打
撃
を
与
え
る
。
湯
沢
町
の

基
幹
産
業
を
守
る
た
め
地
方
の
声
を
国
に

届
け
る
べ
き
。

新
潟
水
俣
病
全
被
害
者
の
救
済
と
問
題

解
決
に
向
け
た
取
組
に
関
す
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
請
願

賛
成
討
論
主
旨�

南
雲
あ
や
子

　
本
請
願
に
強
く
賛
成
す
る
。
水
俣
病
問

題
は
半
世
紀
以
上
を
経
た
今
も
、
未
救
済

被
害
者
が
健
康
被
害
に
加
え
差
別
に
苦
し

ん
で
い
る
。
阿
賀
野
川
流
域
で
は
症
状
を

訴
え
る
こ
と
が
偏
見
を
生
み
、
沈
黙
と
孤

立
を
招
い
て
き
た
。
国
は
こ
の
責
任
を
重

く
受
け
止
め
、
未
救
済
被
害
者
に
届
く
新

た
な
救
済
制
度
を
創
設
す
べ
き
で
あ
る
。

科
学
的
知
見
に
基
づ
く
健
康
調
査
を
速
や

か
に
実
施
し
、
実
態
解
明
と
差
別
解
消
、

正
当
な
救
済
に
つ
な
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

物
価
上
昇
に
見
合
う
年
金
引
き
上
げ
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

反
対
討
論
主
旨�

水
谷
幸
乃

　
今
の
高
齢
者
は
安
い
年
金
を
納
め
て
年

金
を
受
給
。
若
者
は
高
い
年
金
を
納
め
年

金
を
受
け
ら
れ
る
保
証
も
な
い
状
況
。
年

金
引
き
上
げ
は
少
な
か
ら
ず
若
者
へ
の
し

わ
寄
せ
も
あ
り
得
る
。
年
金
受
給
者
に
は

一
定
の
資
産
を
有
し
、
そ
の
恩
恵
を
受
け

て
い
る
高
齢
者
も
い
る
。
一
律
の
年
金
引

き
上
げ
は
反
対
で
、
低
所
得
者
へ
の
支
援

が
必
要
と
考
え
反
対
。

賛
成
討
論
主
旨�

南
雲
あ
や
子

　
物
価
上
昇
に
見
合
う
老
齢
基
礎
年
金
の

改
善
は
、
社
会
全
体
の
安
心
と
持
続
可
能

性
を
確
保
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。
現

状
の
年
金
額
で
は
生
活
費
の
高
騰
に
追
い

つ
か
ず
、
特
に
女
性
高
齢
者
は
非
正
規
雇

用
や
賃
金
格
差
の
影
響
で
生
活
の
困
難
さ

は
顕
著
で
あ
る
。
年
金
を
物
価
に
連
動
さ

せ
る
こ
と
で
購
買
力
を
維
持
し
老
後
の
安

定
を
図
る
と
と
も
に
、
若
者
の
将
来
へ
の

信
頼
感
を
高
め
、
世
代
間
の
連
帯
と
持
続

可
能
な
経
済
循
環
を
促
進
す
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
賛
成
で
あ
る
。
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